
 
 

 
 
 
 
 
 

８４日間の２学期 無事終了 
本日、２学期終業式を迎えました。８４日間の長い２学期でしたが、大きな事故

やケガもなく、全員揃って２学期を過ごせたことがとても嬉しいです。 
（２学期も学校教育にご理解、ご協力いただきました。改めて感謝申し上げます） 

たくさんの経験を積みながら、心も体も大きく成長した子ども達。 
終業式に臨む態度もとても立派で、２学期間の成長を感じるとともに、頼もしさ

を感じました。 
  

 
 さて、明日から冬休みとなります。 
クリスマスや大晦日、お正月…とたくさんのイベントがあり、子ども達はとても

楽しみにしているのではないでしょうか。家族との時間を大切にし、冬休みだから
こそできることにチャレンジして、楽しい思い出をつくってほしいと思います。 
 冬休みは多くの人と接する機会も増えると
思います。「あいさつ」も“自分から笑顔で”で
きるとすばらしいですね。 
年明け、またみんなが揃って元気に３学期の

スタートができるのを楽しみにしています。 
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本日の終業式では、「あいさつ」「ありがとう」「命」について話しました。 

【あいさつ名人】 企画委員会で、月ごとのあいさつ
名人を表彰しています。たくさんのあいさつ名人が誕

生しました。子ども達のあいさつがだんだんと上手に

なってきているような気がして、とても嬉しいです。 
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〈渋川コミュニティ・スクール〉－地域企業の方にお世話になりました－ 

２学期もたくさんの方にお世話になりました。 
保護者の皆様には、水泳、駅伝、ボール運動などの体育科の授業や家庭科のミシ

ンの学習、校外学習での引率など、お忙しい中、ご協力をいただきました。 
また、地域の方にもたくさんお世話になりました。 
今月は５，６年生が地域企業の方のご協力をいただいて学習活動を進めました。 
５年生は社会科の学習で、自動車の部品工場の見

学をさせていただきました。 
６年生は理科の学習で、LEDライトを使ったもの

づくりを体験させていただきました。 
地域の良さを知るとともに、将来へ向けてのキャ

リア教育としても充実した学習となりました。 
※３年生も警察署、消防署の見学をさせていただいています。 

多くの方々のご協力で「渋川小ならでは」の教育活動が進められています。 

－交通安全運動週間、お世話になりました－ 

年末年始の交通事故防止県民総ぐるみ運動（R6.12.10～R7.1.7）に合わせて、
地域の方々に立哨指導をいただきました。 
連日、冷え込みが厳しい中でしたが、子ども達の安全な登校のため、多くの方々

のご協力をいただきました。地域全体で子ども達を守っていただけていることに改
めて感謝いたします。 

校長の独り言    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 楽しい冬休みを！ －どうぞ、素敵な冬休み、良いお年を！－ 
万が一、冬休み中（１２／２４～１／７）に大きな事故やケガ、感染症や入院等

があった場合には、下記アドレスまたは QRコードに連絡をいただければと思います。 
          https://forms.gle/rmqh7Ts5SKLAxMio6 

NIE（教育に新聞を）という取組がある。学習に新聞を教材として取り入れる取組である。 

新聞を見ると、様々な情報が掲載されていて、今の世の中の動きがわかる。そして、新聞は情

報を仕入れるだけではなく、情報発信の手段（投書等）にもなる。 

渋川小学校では、今回５年生が投書に挑戦した。社会科で「農業」について学習した子ども達

が、食料自給率や輸入の現状をもとに、これからの「農業」について自分の考えを発信するとい

う取組である。ただし、投書したものは、全て掲載されるわけではない。きっとドキドキしなが

ら、期待をしながら、待っていたことだろう。（本人だけでなくお家の人も…） 

そして、その日はやってきた。「載りました！」 自分の名前が載っているのを知った時の

子ども達の表情はとても誇らしげで嬉しそうで…。こういう機会ってやっぱり大事なんだよな

ぁ…と改めて感じた。（もし、「校長先生も載ったよ」となったら、子ども達はビックリしてくれるだろうか？ 

こっそり挑戦してみようかと思ったが、文才もなく、掲載されないと残念過ぎるので即刻断念した） 

さて。 渋川小学校の子ども達は、投書以外でも各種コンクールで名前が掲載されている。 

嬉しさのあまり、本人に「すごいなぁ！！」と声をかけたら、すかさず「サインあげますか？」と

返ってきた。なんという絶妙な返し！ 投書の前に、まずはこういうセンスを身に付けなければ

…と思った。 


